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平成10年度に実施した

活断層⑧古地震調査の成果概要

｢活断層による地震発生ポテンシャル評価の研究｣グルｰプ1〕

､､はじめに

平成10年度の活断層及び古地震に関する研究

調査は,主に工業技術院特別研究｢活断層による

地震発生ポテンシャル評価の研究｣により実施され

ました.この研究は平成6年度に開始され,平成10

年度が最終年度に当たります.本研究は当初,｢活

断層のセグメンテｰションの研究｣,｢島弧サイズモテ

クトニクスの研究｣及び｢活構造情報の整備･活

用｣の3つのテｰマで始められました.その後,兵

庫県南部地震後の平成8年度からは,｢活断層調査

事業｣が最重要課題として付け加わり,さらに平成9

年度からは｢活断層の地球物理学的研究｣も加わり

ました.

平成10年度の活断層調査事業では,近畿三角

地帯に分布する5つの活断層:三方断層(福井

県),三峠断層系(京都府),養老断層(岐阜県),

木津川断層(三重県)及び紀淡海峡の中央構造線

のトレンチ調査やボｰリング調査を行いました(第1

図).また,濃尾平野の傾動速度と養老断層の変位

速度の解明を目的として,岐阜県海津町で深さ

600mのボｰリングを掘削しました.このほか,重要

活断層の補備調査として,越後平野東縁部の月岡

断層(新潟県),琵琶湖西岸の堅田断層及び湖底

の断層(滋賀県),湖北山地の駄口断層(福井県),

及び當士川河口断層帯(静岡県)の調査を行いま

した.

近畿三角地帯の活断層については,数本の断層

の調査が11年度以降に持ち越されましたが,平成

10年度までの調査により,主な活断層の一次調査

がほぼ終了しました.これを受けて,一定の基準に

従って,起震断層の見直しと活動セグメント区分を

1)本文末参照

行いました.さらに,最新活動後の経過時間率と地

震の発生確率を用いた地震危険度評価を実施し,

平成10年度までの活断層調査事業のまとめとしま

した.

活断層のセグメンテｰションの研究では,1891年

に濃尾地震を引き起こした濃尾断層系のうち,そ

の南東部を構成する梅原断層のトレンチ調査を行

いました.また,活断層の地球物理学的研究では,

1948年に福井地震が発生した福井平野の高分解

能空中磁気探査,1909年に江濃(姉川)地震が起

きた近江盆地の高密度重力探査などを実施しまし

た.このほか,活構造情報の整備･活用では,1万

分の1｢兵庫県南部地震に伴う地震断層ストリップ

マップ｣の刊行などを行いました.

以下に,平成10年度の｢活断層による地震発生

ポテンシャル評価の研究｣により実施した各研究調

査の成果をかい摘んで紹介します.

2.活断層調査事業の主な成果

2.1主要活断層の活動履歴調査

(､)三方断層

三方五湖の東縁を南北に延びる三方断層上の3

地点でトレンチを掘削し,さらに1662年の寛文地震

に関する資･史料を収集して,この地震に伴う地殻

きやま

変動を検討しました.三方町気山地区で行ったト

レンチ調査では,平安時代の遺物を含む土石流堆

積物が,逆断層により変位していることが確かめら

くぐし

れました(小松原ほか,1999).また,久々子湖南

東岸のトレンチでは,約4,300年前の地層を変位さ

せる大規模な地割れが確認されました.これらの

一調査結果から,三方断層が完新世後期に活動した

キｰワｰド:三方断層,三峠断層,殿田断層,養老断層,木潮11断層､中央構造線,月岡断層,堅田断層,駄口断層,當士川河口断層帯,梅

原断層､柳ヶ瀬断層,西根断層,篠崎断層,濃尾平野,琵琶湖,雫石盆地,寛文地震,天正地震,伊賀上野地震,濃尾地震,福

井地震.岩手県内陸北部の地麗､トレンチ,空中磁気探査.重力探査
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ことは確実であり,平安時代以降,恐らく1662年の

寛文地震時に活動した可能性が高いと考えられま

す.さらに,三方古文書を読む会(1986.1987)な

どの,寛文地震に関する資･史料を総合的に検討

すが

した結果,この地震により,久々子湖周辺から菅湖

東岸地域が3.0～3.6mも隆起したことが分かりまし

た(第2図).一方,水用湖や三方湖の西岸は1.5m

程度沈降した可能性が高いことが判明しました.

(2)三峠断層系

京都府中部の丹波高地に分布する三峠断層と

殿田断層西部について,地形地質調査やトレンチ

調査を行いましたトレンチ調査は,三峠断層上の

しつゑ

1地点(瑞穂町質実)と殿田断層上の2地点(日吉町

しわオｰやさか

志和賀八栄と同東組)で実施しました.その結果,

質実と東組のトレンチで,基盤岩の断層破砕帯とぞ

第1図

近畿三角地帯に

おいて,平成10年

度に研究調査を実

施した活断層･地

域.

れを覆う新潮の礫層が確認されました(第3図).

礫層に含まれる腐植物などの14C年代から,三峠

断層では少なくとも約1,700年前以降,殿田断層西

部では少なくとも約3,000年前以降,顕著な断層活

動がなかったことが明らかになりました(吉岡ほか,

1999).なお,殿田断層については,東組トレンチ

せぎぱやし

の約5km東(日吉町世木林)で,水資源開発公団に

よるトレンチ調査が行われ,紀元前385年～西暦85

年間に最新活動が生じたとされています(植村は

カ㍉1997).これら2つのトレンチ地点間の最新活動

時期の違いについて,今後さらに詳しく検討する必

要があります.

(3)養老断層

濃尾平野の西縁に位置する養老断層中部の南

濃町羽沢地区と庭田地区において,層序ピット調
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第3図殿田蕨層東組トレンチの西側壁面スケッチ(吉岡ほか,1999).網掛け部は基盤岩の破砕帯.グリッドは壁面上で

の1mを示す.

査(小規模なトレンチ)とボｰリング調査を実施しま

した.その結果,養老断層は4,000年前以降に3回

活動し,それぞれの活動に伴って,約5mに達する

上下変位が生じたことが分かりました(須貝･伏島

ほか,1999).また,最新活動は13世紀以降,その

一つ前の活動は4～9世紀に発生したことが明らか

になりました(第4図).濃尾平野一帯は,1586年の

天正地震により甚大な被害を被りましたが,この地

震は,養老断層の最新活動により引き起こされた

と考えられます.また,一つ前の活動は745年の天

平地震に当たる可能性があります.これら最近2回

の養老断層の活動時期と上下変位量(約5m)は,

その南に分布する桑名断層(平成8～9年度に調

査)の活動時期及び上下変位量と一致します.こ

のことから,養老断層と桑名断層は,少なくとも完

新世には,一つの活動セグメントとして,一緒に活

動してきたと考えられます.

(4)木潮11断層

上野盆地の北縁を限る木津川断層の東部にお

いて,地形地質調査及び3孔のトレンチ調査などを

行いました.このうち上野市東高倉のトレンチでは,

室町及び安土桃山時代の遺物を包含する地層を

切り,近世～現代の耕作土または盛土に覆われる

北傾斜の逆断層が出現しました(第5図).1854年

に発生した伊賀上野地震については,木津川断層

の活動による可能性が従来から指摘されていまし

たが(例えば大長･藤田,1982),今回の調査によ

り,このことが初めて地質学的に確認されました

(刈谷はか,1999).この最新活動に伴う上下変位

量は2.2～2.6mと計測されました.横ずれ変位量

については,トレンチの周囲で実施したボrリング

調査の結果と合わせて,少なくとも1.2m以上であ

ることが分かりましたが,確定的なデｰタは得られ

ていません.本断層については,平成11年度にも

調査を行い,1回の横ずれ変位量,活動間隔など,

地質ニュｰス543号�
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第4図

養老断層系(養老,桑名,四

日市の各断層)の活動時期(須

貝･伏島はカ㍉1999).最新活

動は1586年天正地震,その一

つ前の活動は745年天平地震

に対応する可誰畦がある.
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第5図木津川断層東高倉トレンチの壁面スケッチ(苅谷はか,1999).傾斜したトレンチ壁面の実スケッチを鉛直面に投影

したもの.
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第6図和歌山沖の海底活断層(F1及びF2)の分布と音波探査測線及びコアリング地点位置図(七山ほか,1999).国土

地理院発行2万5千分の1地形図伽太｣,｢淡輸｣,｢和歌山｣を使用.

まだ確定的な値が得られていない断層パラメｰタ

ｰの取得に挑戦します.

(5)紀淡海峡の中央構造線活断層系

紀淡海峡を横断する中央構造線活断層系の高

分解能音波探査と海上ボｰリングを実施しました

(第6図).音波探査により,完新統中の2つの層準

で,海底活断層による上下変位量が急変すること

が明らかになりました.さらに,F1断層北側のSite

1と南側のSite2で海上ボｰリングを行い,採取し

たコアを詳細に分析した結果,2つの変位急変層

準には,土石流堆積物が挟まれることがわかりまし

た.この分析結果から,これら2つの層準を紀淡海

峡の中央構造線活断層系の最近2回の活動層準と

判断しました(七山はカ㍉1999).その年代は,14C

年代デｰタ,アカボヤ火山灰の爽在層準,花粉分析

結果などを総合して作成した堆積速度変遷図(第7

図)から,約3,000(～5,500)年前と約8,500～

9,000年前と求められました.孝た,これら2回の活

動に伴う上下変位量は,最新活動時が4.0～5.5m,

その一つ前の活動の時が2.O～4.0mと見積もられ

ました.

2,2大都市等の平野部の伏在活断層調査

(1)濃尾平野の大深度ボｰリング

濃尾平野の地下層序を確立し,平野の沈降及び

傾動速度と養老断層の変位速度を明らかにするこ

とを目的として,岐阜県海津町において,深度

600mのオｰルコアボｰリングを行いました.取得

したコアの火山灰分析の結果,深度約575mに約

87万年前の曲一アズキテフラ,深度約413mに約54

万年前の小林一笠森テフラがそれぞれ発見されま

した(須貝･杉山はカ㍉1999).また,古地磁気測

定の結果,約78万年前のブリュンヌｰマツヤマ境界

が深度540m付近に見い出され,濃尾平野の過去

90万年間の堆積史,氷河性海面変動との対応,大

阪平野や関東平野との層序対比が明らかになりま

した(第8図).平成9年度に実施した地下探査結

果と合わせると,最近約100万年間の濃尾平野の

傾動速度は約O.86×104/千年と見積もられます.

この値は養老断層の完新世における平均活動間隔

(約1500年)とよく合うことがわかりました(須貝･

杉山,1999)一

地質ニュｰス543号�



平成10年度に実施した活断層･古地震調査の成果概要

一45一

㎎

注壮図

螂

皇

�

深度〔GLim〕

Site2(枕降側〕

柱状図

深』董{GL一π1〕

Site1(隆起側)

O一

�

10■

�

�

1ヨ

�

�

����

�����

�����

_■_1_一｣｣_1_L｣_1_L

l⑧llll11111

一十一1一十→一1一一ト■一1一･ト

�����

iTl-1■｢一1i1一｢一1'｢

一一一一一助ε服¢2一一

���

_⊥｣_1_一｣｣1｣_1_』_

����

一十■一1一十■一1+一1一十

111111⑧11

-T■li｢丁｢一｢1一'丁`

lllllll｣

``■一一･一一一一価i

����

i一･一｢:一

1腕ε雄〃も

I11111111■

一↑｢i｢丁｢一｢丁｢■1丁

■111111111

�����

_⊥｣_1_⊥｣_1_⊥｣_L上_

������

�㈳�����

暦年代(x1,000y･8･P〕

㎎

螂

㎞�O���

ド����llll11111

�1��lllllllllll`i'一■･一･i一一■一･一�

�������

洲�2��_■_｣上■_｣｣_｣_L-L｣_�

紉�������

�3�一��1一十■一1一トｰ1-1一･←■一

��箇11��llll11111

�4�`丁��I一一｢｢一1-1I｢一1-1■｢一

�5���厄沙8恥を2

���1一一iI一一一一■一i･一�

､��l11��ll

百�6��_⊥■_L-L_1�｣_L｣_｣_

■���lllll�

�����

■���一十→一1一十→一1�'→1一･←一1一

�8���1{肋ε脈を1

����

�･9g��llllllll■1�

���I`一i一一一一一.1-i一�

嚢���11111111111�

�だ��

li���_⊥｣_L⊥｣_L』一｣1_｣_�

��������

･､�11��_十→_ト半→_1_十■_ρ↓_1_�

����●

一���llllllllll�

�12��.丁｢一1■丁｢一｢丁｢一1†■�

I岨����

�㌉������

���･一i一一1･Ii-1`一一`�

��������

�',一;'14��_⊥｣_L⊥｣_L⊥｣_1_｣_�

�､o“･■泓;15��lllllllllll�

���

���01234…i百7艘01∩11�

�����

暦年代(X1･000y.B.P〕

⑧14C年代値圏花粉年代妓･一Ah火山灰

第7図堆積速度から求めたF1の活動時期(七山ほか,1999).Df1とDf2は土石流堆積物.これらの挟在層準で,F1によ

る上下変位量が急変することから,これら2層準が最近2回の断層活動(Event2とEvent1)の層準と認定された.

2.3重要活断層の補備調査

(､)月岡断層

越後平野の東縁部に分布する月岡断層について

は,新潟県(1998)の調査により,約6,000年前(未

暦年補正の14C年代)に形成された扇状地面が擦

向変形し,約3mの上下変位(厳密には鉛直隔離)

を被っていることが分かりました.しかし,この上下

変位が地表付近での断層の傾斜250を反映したも

のなのか,地下深部での傾斜6ポを反映したものな

のか特定に至りませんでした.このため,実変位量

の見積もりとこれに基づく活動セグメントの規模や

地震危険度の評価が将来の課題として残されまし

た.そこで,補備調査として,ボｰリング調査と食い

違い弾性論に基づくモデル計算を行いました.そ

の結果,地表で認められる約3mの鉛直隔離は,地

表付近での断層の傾斜25｡を反映したものである

ことが分かり,地下深部における断層面に沿う実

変位量は5～6mと見積もられました(粟田･小松

原,1999).この値から,月岡断層の活動間隔は約

1万年,セグメント長は40～60km,今後100年間の

地震発生確率は1%未満と推定されました.

(2)堅田断層及び今津～高島沖の湖底断層

地質調査所は平成8～9年度に琵琶湖西岸断層

系の調査を行いましたが,堅田断層については最

新活動時期に関するデｰタが得られませんでした.

また,今津～高島沖の湖底の調査も十分ではなか

ったため,平成10年度に堅田断層と今津～高島沖

の補備調査を行いました.堅田断層については,

大津市真野地区で群列ボｰリングを実施しました.

その結果,約5,000～2,000年前(未暦年補正の14

1999年11月号�
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C年代)に,変形運動

が生じた可能性のあ

ることが明らかになり

ました(水野･小松

原,1999).しかし,

約2,000年前(未暦年

補正の14C年代)以後

の地層の明瞭な変形

は認められず,1662

年の寛文地震の際に

堅田断層が活動した

証拠は得られません

でした.また今津一高

島沖では,音波探査

とコアリングを実施し

ました.その結果,従

来断層崖と考えられ

ていた湖中の急崖は

湖底段丘崖と判断さ

れ,断層は検出され

ませんでした.湖底断

層は比良山地東麓沖

のみに分布し,高島

沖以北には存在しな

い可能性が高いと推

定されます.

(3)駄口断層

平成8-9年度の敦

賀断層の広域調査の

結果,同断層の南約

3kmを並走する駄口

断層にも新鮮な低断

層崖が分布すること

が分かりました.この

ため,平成10年度に,
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第8図日本の三大都市圏(濃尾,大阪,南関東)における第四紀後期地下層序の広域対比

と深海底酸素同位体層序との対応関係(須貝･杉山ほか,1999).

敦賀市南部の黒河山国有林内で,駄口断層の詳細

地形調査とトレンチ調査を実施しました.トレンチ壁

面の詳細観察と14C年代測定の結果,駄口断層は

15～17世紀に最.新活動を行った可能性が高いこ

とが分かりました(杉山･吉岡,1999).この調査結

果は,駄口断層が,敦賀断層の活動(1325年の正

中地震と推定される)の後に,単独で活動したか,

あるいは三方断層や野坂断層などと一緒に,1662

年の寛文地震の際に活動した可能性を示唆してい

ます.この最新活動に伴う上下変位量は約1m(最

大1.5m)と見積もられました.横ずれ変位量につい

てはデｰタが得られていませんが,トレンチ壁面に

露出した断層の形態的な特徴から,上下変位を上

回っていた可能性があります.また,平均活動間隔

はおよそ6,000～7,000年と推算されました.
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策､表1891年濃尾地震断層系の主要セグメント区分(粟田･苅谷ほか,て999).

活動セグメント長さ変位量

最大値最頻値

再来間隔長期的な

平均変位速度

温見セグメント

根尾谷セグメント

梅原セグメント

��

㌱�

㈶�

㌮�

��

��

��

≧2m

活動度B級

2.7ヒy≧2m/ky

����

(4)富士川河口断層帯

富士川河口断層帯については,国の地震調査委

員会(1998)が既に評価を公表していますが,この

評価でも指摘されているように,同断層帯の活動

履歴に関するデｰタは,質･量とも必ずしも十分で

はありません.このため,地質調査所では平成10

年度に,富士宮市入山瀬と富士市岩本及び浮島沼

でポｰリング調査を実施すると共に,由比町におい

て完新世段丘のピット調査を行いました.その結

果,入山瀬では約9,000年前以降に3回の崩壊が

推定され,岩本では約3,O00年前のカワゴ平軽石

降下直後に1回,それ以降にも1回の崩壊が推定さ

れました(下川ほか,1999).また浮島沼周辺では,

カワゴ平軽石の降下後と約1,500年前の大淵スコ

リアの降下後に,腐植質シルトから青灰色シルトヘ

の急激な層相変化が認められました.これは沼地

から内湾への急激な環境変化を表しており,断層

活動の痕跡と考えられます.さらに由比では,およ

そ6,Og0年前以降に4段の海成段丘が形成され,最

低位の段丘面は2,000年前以降に離水したことが

判明しました.これらの調査結果は,富士川河口断

層帯が3,000年前頃に活動した後,少なくともさら

に1回は活動したことを示しており,地震調査委員

会(1998)の評価結果を補強するものです.

3.活断層のセグメンテｰションの研究

本研究では,平成8年度から,1891年濃尾地震

の際に出現した濃尾地震断層系をモデルとして,

活断層を活動セグメント(一度に活動する単位区

間)に区分する研究を行っています.濃尾地震で

ぬくみ

は■,北西側から,温見,根尾谷,梅原の3つの主な

地震断層が出現しました(第9図).平成10年度に

は,このうち最も南東側の梅原断層のトレンチ調査

を葛當町梅原の上洞地区で行いました.その結果,

梅原断層は,約11,O00年前(未暦年補正の14C年

代)以降,濃尾地震の時にだけ,ただ1回活動した

ことが確認されました(粟田･苅谷ほか,1999).こ

の調査結果から,梅原断層と約2,700年の平均活

動間隔をもつ根尾谷断層(平成9年度に調査)とは,

別の活動セグメントをなすと考えられます(第1

表).

この成果を含めて日本の地震断層のセグメント区

分を試みた結果,それらの多くは複数の活動セグ

メントに区分され,各セグメントの最頻変位量と長

さとの比は,1:10,000程度であることが明らかに

なりました(粟田,1999).

このほか,根尾谷断層の東側に分布する長滝断

層(第9図)の詳細地形地質調査を行った結果,こ

の断層は濃尾地震の際に活動した可能性が高いこ

とが明らかになりました(苅谷,1999).この時の長

滝断層の左横ずれ変位量は2～3mと推定されま

す.

4.活断層の地球物理学的研究

本研究は,伏在活断層の効率的で,かつ2次元,

3次元的な探査手法の開発を目的としています.平

成10年度には,1948年福井地震に伴う伏在地震

断層の検出と追跡を目標として,九頭竜川以北の

福井平野の高分解能空中磁気探査を行いました.

また,福井地震に伴う伏在地震断層群の正確な通

過位置の検出と琵琶湖北西岸の柳ヶ瀬断層の南

方延拝の追跡を目的として,福井平野東部と琵琶

湖東岸の近江盆地において,高密度重力探査を実

施しました.
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第9図

濃尾地震断層系及び周

辺の活断層とトレンチ地

点位置図(粟田･苅谷

ほか,1999).①:1997

年根尾谷断層門脇トレ

ンチ地点,②:1998年

梅原断層上洞トレンチ地

点.

高分解能空中磁気探査の結果,福井地震断層は

高磁気異常域の東縁に一致することが確認されま

した(大熊･牧野はか,1999).また,福井東側地

震断層は,顕著なダイポｰル型磁気異常の西端に

位置すると共に,弱い高極磁力異常が断層に沿っ

て延びており,磁気異常の特徴として識別できるこ

とが分かりました.福井平野東部での高密度重力

探査では,伏在断層に対応すると考えられるブｰ

ゲｰ異常の急激な減少,減少率の急変,局所的な

高重力異常などの特徴的な変化が認められました

(大熊･牧野,1999).また,近江盆地での高密度

重力探査では,柳ヶ瀬断層沿いの重力異常の急変

部が虎御前山め北方まで南南東方向に追跡され,

湖北町河毛付近で西にスナッブして,虎御前山の

西側を南下することが明らかになりました(牧野は

カ㍉1999).

5.活構造情報の整備･活用

平成10年度には,1万分の1｢兵庫県南部地震に

伴う地震断層ストリップマツブ｣(粟田･水野,1998)

を刊行しました.また,50万分の1活構造図｢京都｣

(第2版)の編纂を進め,同活構造図｢新潟｣と｢金

沢｣の調査を行いました.さらに,2.5万分の1｢伊

那谷断層帯ストリップマップ｣と｢長野盆地西縁断

層系ストリップマツブ｣の編纂を進めました.また,

活断層情報のデｰタベｰス化として,近畿及び東北

地方に分布する活断層の断層パラメｰタｰをデｰ

タベｰス化しました.さらに,地質調査所がこれま

でに実施してきた活断層の反射法地震探査デｰタ

を,同一のフォｰマットでCD-ROMに格納する作業

を進めました.このほか,日本語版ホｰムペｰジに

リンクした英語版ホｰムペｰジを作成･公開しまし

た.
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策2表近畿三角地帯の主要活断層の調査結果(主な断層パラメｰタｰ)と地震危険度(杉山ほか,1999).

起慶断属�長さ�活動セグメント�長さ�平均変位速度�単位変位量�最新活動�再来間隔(ky〕�経過時間率�今後100年以内の

(松田､1990を修正)�(k剛��(km)�(m/ky)�(m〕�時期(ka)���地震発生確率(%,

1MTL四国�180�1-1鳴門海峡�25���2.5-3.5���

2MTL和泉一金剛�94�2-1紀淡海峡�30�O.8-1.OlV〕�2-5.5(V)�3�5.5-6#2�O.5�O.1-O.2

〃��2-2根来�26�1.2-5.01H)��1.7-3.7�2-3#1�O.9-1.9�O.6-30

〃��2-3五条谷�16������

〃��2-4金剛�18�O.1･0.61Vl�1.5�1.6-2.O�2･12#1�0.1-1�0.O-17

3六甲�123�3-1畳槻�≧38�≧1.5(H〕�5-6(H〕�O.4*1�2.5#2�O.2�o.o

4��3-2六甲山�35�≧1.O(H)�≧1,5(H)�0.4*1�1.2#2�O.3�0.O

ψ��3-3北淡�20�O.5-1.9�1.6�O.01�2-3#2�～0�o.o

4��3-4東浦�25�O.6-1,O�1.4�O.4*1�1,4-2,2#2�O.2-0.3�o.o

カ��3-5先山�10�O.1-0.2`V〕��0.4*1�[2]�[O.2]�〔o,o]

4志筑�≧12�4志筑�≧12�≦O.1(V)��≧20�≧20��0.0-4

5湊一本庄�≧19�5湊一本庄�≧19�<O.1(V)��>4���

6上町�44�6上町�44�O.41V)��≧15�≧75��0.0-5

7生駒�34�7生駒�34�0.2-O.41V)�≧2.2�1,3-1.6�4-8例�O.2-0.4�o.o

8奈良盆地東縁�≧12�8天理�≧12�≧O.21V〕��1.3-10���

9木津川�≧15�9木津川�≧15�0.1-0.61V)�2.2-2.6(V)�O.15*2�>2#2�〈O.1�o.o

10二峰�13�10二峰�13���>1.7���

11京都西山�43�11-1志和賀�10���>3���

〃��11-2世木林�30���1.9-2.4�2.9-4.4#2�O.4-0.8�O.0-7

12琵琶湖西岸�65�12-1饗庭野�24�2(V)�3･51V)�2.4-2.8�1.5･2.5#1�1-1,9�12-38

�������(4.8-6,8湾�(O.4-0.6)�(O.O-0.5)

〃��12-2比良�41�≧1.5(V〕��(O.3*3?)�[2]�[0.2?]�

13花折���������[o,o?]

�57�13-1途中谷�27��2･5(H)�0.3*3�[2]�〔O.2]�[O.O]

〃��13-2北白川�30���1.3-2.5�≧4.5#2�≦O.6�O.0-O.3

14二方�24�14二方�24�0.2･1.OlV)�3･51V)�O.3*3�≧3洋1�≦O.1�o,o

15野坂�32�15-1野坂�≧6�O.11V)細�O.5;V)#3�<2(O.3*3)�5#1�〈O.4(O.1)�O.0

16敦賀�16�16-1隻の川�7���≧30�≧30��0,0-2

〃��16-2黒河川�8�0.5-O.61V)�1.5-2(V〕�<1.5(0.7*4)�3桝�〈O.5(O.2)�<O.2

〃��16-3駄口�9�O.2(Vl�1-1.5(V〕�O.3-O.6�6-7#1�≦O.1�O.O

17抑ケ瀬�72�17-1椿坂峠�9���7-7.2�≧7��0.0-5

〃��17-2余呉川�≧14��11V)�0.7*4�[2]�[O.4]�

18養老���������[o.o]

�63�18-1養老�55�2(V)�5-6(V)�O.4*5�1-2#1�0.2-O.4�O.O-0.1

1)今後100年以内の地震発生確率は,地震の発生間隔(再来間隔)の分布が対数正規分布に従い,標準偏差σがO.23と

仮定した場合の値.

2)地震発生確率O.0%は,少数第2位を四捨五入したもの.世木林セグメントが0.02%,六甲山セグメントが0.01%,その他

のセグメントは全てO.01%未満である.

3)この表に示した断層パラメタｰに基づくと,兵庫県南部地震を引き起こす直前の北淡セグメントの地震発生確率(100年

以内)は,2-15%であった.

4)先山,比良,途中谷及び余呉川の4セグメントでは再来間隔は得られていないが,周辺の他セグメントのデｰタから,少

なくとも2千年以上と推定される.このため,再来間隔を2千年とした場合の経過時間率と地震発生確率を,再来間隔

と共に[]付きで示す.

5)最新活動後の経過時間が7千年以上,かつ再来間隔が不明な志筑,上町,笙の川,椿坂峠の4セグメントについては,

再来間隔≧経過時間と見なした場合の再来間隔,経過時間率及び地震発生確率を斜字体で示す.

6)平均変位速度と単位変位量の(V)は上下成分,(H)は水平成分を示す.

#1:平均変位速度と単位変位量から推定された再来間隔.#2:トレンチ調査などによって認定された複数の断層活動(古

地震イベント)の年代から得られた再来間隔.弁3:表示してある上下変位よりも,横ずれ変位(未確定)が卓越する.*1:

1596年慶長伏見地震,*2:1854年安政伊賀上野地震,*3:1662年寛文地震,*4:1325年正中地震,*5:1586年天

正地震.

西根断層の北端付近に出現し,延長約800mにわ

6.緊急調査

だって確認されました.断層は西側隆起の逆断層

1998年9月3日の岩手県内陸北部の地震(M6.1)で,変位量は約40cm(上下成分20～35cm,水平

に伴って出現した篠崎地震断層の緊急調査を実施成分20～35cm)でした.地質調査所では,篠崎地

しました.篠崎地震断層は,雫石盆地西縁断層帯震断層の地表下敷mまでの断層形態と活動の履歴

1999年11月号�
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近畿三角地帯の起震断層及び活動セグメントとその今後百年間における地震発生の最大確率(杉山ほか,1999)

第10図

崖蝿い-1N

邊ωφ�



平成10年度に実施した活断層･古地震調査の成果概要

一51一

を明らかにするため,国の地震調査研究推進本部

の緊急調査として,地震断層上の2ヶ所でトレンチ

を掘削しました.その結果,西根断層は,今回の活

動の前には,紀元前800年～西暦1300年の期間

に活動したことが分かりました(吾妻ほか,1999).

また,トレンチ壁面の観察結果から,この期間に,

1998年の上下変位(30cm程度)の2-3倍に達す

る上下変位があったと考えられます.この上下変

位については,1)この期間に今回と同程度の上下

変位を伴う断層活動が2～3回生じた,2)この期間

に,今回の2～3倍の上下変位をもつ活動が1回だ

け生じた,という2通りの解釈が考えられます.今

回の調査結果だけから,どちらの考え方がより適切

であるか判断することは困難です.今後,西根断

層南部を含めて,より詳しい活動履歴調査を行う

必要があります.

7.近畿三角地帯に分布する主要活断層の地震

危険度評価

平成10年度までに調査を行った近畿三角地帯

の25の活断層を,松田(1990)の基準に基づいて,

18の起震断層(一つの大地震に対応する単位の活

断層(群)と定義されている)に整理しました.ま

た,新たに設定した基準に従って,各起震断層を

活動セグメントに区分し,このうち31の活動セグメ

ントについて,これまでに得られている断層パラメ

ｰタｰを使って,地震危険度を評価しました.その

結果を第2表と第10図に示します(詳細は杉山ほ

か(1999)を参照).

地震危険度の評価は,経過時間率と地震発生確

率に基づいて行いましたが,ここで評価の対象とし

た地震は,各活動セグメントに固有な,最大規模の

地震(M7程度以上で,断層のずれが地震断層とし

て地表に到達するような地震)です.より規模の小

さな地震は含まれていません.第10図の確率によ

る地震危険度評価は,ある幅をもって算出された

地震発生確率のうち,最大値に基づくものです.こ

れは,各活動セグメントについて,現時点のデｰタ

から考え得る最悪のケｰス(次の活動が最も差し

迫っている場合)を取り上げた場合の結果に当た

ります.したがって,今後100年間の地震発生確率

がO.2%以上と評価した活動セグメントの幾つかで

は,地震危険度を実際よりも過大に見積もってい

る可能性｡があります.また逆に,今後100年間の地

震危険度を0.2%未満と評価した活動セグメントの

うち,生駒など幾つかのセグメントについては,そ

の全体が本当にこのように低い危険度なのか,さら

に詳しく検討する必要があります.

以上の留意点を踏まえた上で,さらに詳しい調査

を早急に行うべき起震断層として,琵琶湖西岸,中

央構造線四国及び和泉一金剛,上町の各断層が挙

げられます.

8.おわりに

富士川河口断層帯と活構造情報の整備･活用を

除く,各研究調査の詳しい内容と成果は,地質調

査所速報no.EQ/99/3(平成10年度活断層･古地

震研究調査概要報告書)に掲載されております.こ

の速報は,地質調査所地質情報センタｰと活断層

研究室に保管されておりますので,閲覧を希望さ

れる方は上記センタｰまたは活断層研究室にお問

い合わせ下さい.また,活断層研究室のホｰムペｰ

ジ(http://www.gsjlgo.jp/dER/activef/hptop1.

html)にも,本稿で紹介した内容と主な図表,最新

の研究調査情報などを掲載しておりますので,ご利

用下さい.

なお,｢活断層による地震発生ポテンシャル評価

の研究｣グルｰブは,平成11年度から,｢活断層及

び古地震による地震発生予測の研究｣グルｰブに

衣替えしました.新グルｰプでは,活断層に関する

情報精度の向上に努め,新しい情報や改訂情報を

速やかに社会に提供することを通じて,地震被害

の軽減や災害に強い街･地域づくりに貢献して行

きたいと考えています.

最後になりましたが,本研究調査に際してご協力

を賜わりました関係各機関,自治体並びに地元の

皆様に篤く御礼申し上げます.(文責:杉山雄一)
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